
 

 

編集後記  

■この号（Vol.29, No.2）は学術大会抄録集を含む冊子となっ
ています。第 30 回日本時間生物学会学術大会は日本睡眠学会第

45 回定期学術集会との合同大会、3rd Asian Narcolepsy and 
Hypersomnolence Society Meeting (ANHS)サテライト開催とな
っています。本号がお手元に届く頃には、みなさま学会発表の

準備が大詰めを迎えていることと思います。巻頭言でも触れら
れていた「次世代若手コロキム」、今年もプログラム委員のみな
さんに企画して頂き、多分野の若手に口頭発表してもらうこと

になっています。両学会とも聴き逃がせないシンポジウムが盛
り沢山ですね。オンデマンド配信がありますので、焦らずじっ
くりと参加しましょう。横浜で集えることを楽しみにしており

ます。 
 
■総説「時間栄養学にたどり着くまで」（柴田重信先生）を、マ

ーカーを引きながら熟読しました。これでもかと繰り出される
研究成果と情報量の多さにいつも知恵熱が出そうになります
が、メッセージが明瞭でわかりやすく、内容についても伝え方

の面でも勉強になります。そういえば宇都宮大会のシンポジウ
ムで、柴田先生が「昼食の Na/K比を改善すべき。つまり塩分が
多く、野菜が少ない」とおっしゃっていた後のランチセミナー

の餃子弁当。おいしかったですが野菜が足りないとわかりまし
た。さて横浜大会のランチョンはどうでしょうか？横浜ならで
はの中華弁当、定番の和食弁当、趣向を変えてハンバーガー風

弁当だとかそうでないとか！ 時間栄養学の観点で考察しながら
味わいたいですね。 
 

■「みんなで作る学会誌」を目指していますが、吉川編集委員
長にかかる負担がまだまだ大きいと感じています（反省！）。ど
の分野でも、持続可能な仕事のあり方が求められています。目

的を実現するためにも、「疲れない」方法を編み出して、引き継
いでいくことが大切だと思います。 
（駒田陽子） 

 
■今号の関連学会参加記ではトルコ・イスタンブールで開催さ
れた ASRS＆AFC合同ミーティングとアメリカ・メイン州で開催

された Chronobiology GRC について、御寄稿いただきました。
いずれも大学院生のみなさんが現地参加での発表された様子が
瑞々しく記述されており、ようやく日本のアカデミアもポスト

コロナ禍に移行してきたことを実感しました。 
 
■その ASRS＆AFC 合同ミーティングには私自身も参加させてい

ただきました。現地学会 2泊 3 日の滞在ではありますが、居住
する長崎からの参加となりますと、機中泊・国際空港周辺泊を

含めて、2泊 6 日の旅程になります。そのような海外出張との因
果関係は不明ですが、5月に突然網膜剥離を患いました。はがれ
た網膜を整復し固定する手術を受けた後、じっと同じ方向を見

つめたまま数日間を過ごしていると、やはり加齢と時差ぼけ、
サーカディアンリズムの内的同調の重要性について熟慮しなけ
ればと感じました。 

 
■小島志保子さんの「徒然独立日記～テニュア編～」、黎明編を
含め大変興味深く拝読しています。私自身が日本におけるテニ

ュアトラック普及・定着事業世代にあることから、欧米諸国で
の制度を改変し、日本の実情に合わせた制度を構築したいとこ
ろです。本稿だけではなく、「時間生物学」誌にはその時々に参

考となるエッセーが満載されています。 
（中村渉） 
 

■現体制の編集委員会での発刊も 2 度目とまりました。「みんな
で作る学会誌」を目指して、編集作業に取り組んでいます。著
者の方や各編集委員に記事を既定のフォーマットに入れる作業

をお願いするようになり、取りまとめの作業が格段に楽になり
ました。みなさま、ありがとうございます！今後とも、益々の
ご協力をお願いします。 
 
■時間生物学会にダイバーシティー推進委員会が立ち上がりま
した（目次ページの裏面参照）。私も委員として参加させていた

だいています。男女○○委員会という名称ではなく、「ダイバー
シティー」という語を用いて、より広い課題に取り組もうという
委員会です。安尾しのぶ委員長のリーダーシップのもと、活動を

始めたところでが、まずは時間生物学会としての課題を特定すべ
く、学会員のみなさまの声を聞くアンケートを実施する予定です
（本誌が発刊される頃には、実施中でしょうか）。 
 
■酷暑の夏となりました。加えて、大雨や台風など避けられない
ものが到来しております。被災された方にはお見舞い申し上げま

す。学術大会で横浜に行くときには、自然の猛威に振り回されな
いとよいのですが・・・。会場でみなさまにお会いできるのを楽
しみにしております。学会誌の感想、掲載記事の提案などありま

したら、声を掛けて教えていただけますと嬉しいです。 
（吉川朋子） 
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今号の表紙

郡司ぺギオ幸夫 『痕跡候補資格者-転回』(2023)
（ダンボール・針金・サーボモーター・マイコン）

　作品を完成させるということは、一個の生命が生まれるということと本質的に同じである。一個の生命が個物として誕生するよ
うに、何らかの作品を完成させることは可能か。私は、そのようなことを考えながら、制作に向かった。
　存在とはうつろいゆくものであり、生成である。イリヤ・プリゴジンの散逸構造や、ポスト構造主義の哲学は、生成の反復とし
て存在を捉えた。反復は、単純な繰り返しとは違っていつの間にか変質するものの、始まりも終わりもない、永遠の「途上」であ
る。
　そのような物質の流れの途上において、「わたし」が生まれ「わたし」は死に、解体されていく。そこにはただ物質における生
成の反復があるだけだ。もしそう言い切るなら、それは「わたし」や意識や心を幻想にすぎないと見做し、否定することになる。
しかし「わたし」には始まりと終わりがあり、時間的にも空間的にも個物として成立している。
　生成としての存在を受け入れながら、「わたし」を理解すること。その一つの実践が、うつろいゆく時間の中に作品を個物化さ
せることなのである。
　個物化はいかにして可能なのか。私は、「わたし」が窺い知れない外部にとって「不在」とみなせるものを作り出すことによっ
て、何かが召喚され、それが作品化を実現すると考えている。それによって本作を制作したのである。
　それは、生化学反応としての「時計」の起源を理解するとは、どのようなことなのか、にも通じる議論だ。それは、いかにして
振動を構成する物質群が、そこに召喚され集うようになったのか、という理解の仕方を意味するのである。

（参考）郡司ぺギオ幸夫（2023）『創造性はどこからやってくるか：天然表現の世界』ちくま新書

Yukio Pegio Gunji 生命論・天然知能研究者。神戸大学理学部教授などを経て、現在、早稲田大学基幹理工学部表現理工学科教授。
『生きていることの科学』『生命壱号』『群れは意識を持つ』『天然知能』など、著書多数。

編集委員より：物理学、計算理論、生物学、認知科学、哲学などにまたがって、強靭な思考と縦横無尽な展開により、刺激的な生
命理論・時間論を発表し続けてきた郡司ペギオ幸夫さん。近年、人工知能ならぬ天然知能・天然表現というコンセプトを掲げ、
アートの制作・発表も積極的に手掛けるようになりました。本作は、段ボールをちぎって作られた無数の塊が針金で縦横無尽に繋
がって構成され、天井から吊られています。時々モーター制御を伴って予期せず動めき、奇妙な骨格や分子模型のようでありなが
ら、謎めいた気品もあり、得体の知れないぬめっとした感覚も催されるような不思議な鑑賞体験でした（2023年3月京橋ASK?
ギャラリーでの展示）。生命や時間を探究するとはどういうことなのか、科学と芸術ののっぴきならない関係性の中で当事者とし
て向き合い、「創る＝賭ける」ことの切実さを改めて感じさせられます。難解と言われることの多い郡司さんのご著書にあって、
上に参考として挙げられている最新刊（新書）は内容が濃いのにとても読みやすいので、表紙を楽しんでいただくのに併せてお読
みいただければと思います。

（装丁：岩崎秀雄）




